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長崎大学教育学部附属中学校 令和７年度学校経営方針 

 

校訓 

光と力と望みと 

光のさすところは、明るく、

そして温かい 

力は、自らの人生を切り

開く心身の根源力である 

望みは、人生の夢であり

目標である 

我が附属中学校が、明るく

温かい学校であるために、

共に学ぶ生徒が互いに人間

として尊重し合う心、全体

の秩序を保つための規則を

大切にする心を育てる。 

人生をたくましく生き抜

くために、真理と虚偽を

見抜く知力、善を実践し、

悪を克服する意志力、い

かなる艱難辛苦にも耐え

きる体力を養う。 

かけがえのない生涯に高

い望みを持って、自らの

夢と目標を実現しようと

する高い志と積極的な態

度とを培う。 

 

学校 
教育 
目標 

尊重 自主 創造 

人間として尊重し、共に高

め合う 

強靭な意志と体力を養い､

自ら進んで事に当たる 

知性と情操を陶冶し、豊

かな個性の創造に努める 

校歌 
から 

若きひとみは雲高く 

まことの道を求め行く 

若き血潮はたぎりつつ 

学びの道を進み行く 

若き心は夢清く 

自由の翼はばたかん 

基本 

姿勢 

附属中学校を「一人一人がよりよく成長する場」とするために 

１  自他共に各々の特長を

理解し、多様でかけがえの

ない仲間を思い合い、温か

く包み込む集団を作る。 

２ 様々な機会に、主体的

に学ぶ力や意志力、体力、

折り合いをつける力、心

の柔軟性を高める。 

３ 各々の特長を発揮し呼

応し合って新たな価値を

創り出すとともに、夢や

目標の実現に邁進する。 

 
（１）学校･学年･学級経営、教科経営、分掌経営、生徒指導、生徒会活動指導、部活動経

営等の全教育活動及び教育実習生の指導、自己の研鑽に対して、基本姿勢で臨む。 
 

（２）生徒が意見を表明する場を保障し、その意見を尊重しながら、授業や学校生活、

学校行事等において、生徒を主語にした活動を仕組み、生徒主体の活動を展開する。 

 

 

 

 

 

 
 
 

（３）これまで大切にしてきた理想とする附中生や学校の姿も指針として堅持する。 

○真面目であることが大切にされる心地よさがある学校 

○附中生は笑顔が一番 

○優しさとさわやかさ溢れる学校 

○品性漂う附中生〔注〕 

○寄り添う学校 

○附中の授業は生徒が創る 

ふ  普段から品性ある行動をとる 
ちゅ 注意し合える関係をつくる 
う  受け身にならない 
せ  全力で取り組む 
い  居心地の良い雰囲気をつくる 
           R6生徒決定 

〔注〕「品性漂う」とは、「意欲と向上心漲り、常に
自らを律し、謙虚で潔く、他者への思いやり溢
れる」状態であり、その姿は「凜とした眼差し
で目標を見据え、節度ある言動で力強く歩み、
互いを認め、伸び合う附中生」である。 

 

①向上心をもって行動する 
②挑戦し続ける 
③自分の意見を発信する 
④他を認める 
⑤互いに協力する 
⑥笑顔の輪を広げる  R2生徒決定 

一人一人が輝く附中６か条 附中 PRIDE 

【基本方針】 
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【取組】 

◯学習指導要領に示された資質・能力を育成するために、個別最適な学びと協働的な学
びを一体的に充実し、「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業を実践する。 

◯研究主題「豊かな人生を切り拓き、未来の創
り手となる生徒の育成 ～メタ認知を働かせ
る学びの追究～」の下で、特に「自ら学びに
向かう力（自己学習力、自己の学びを調整す
る力、新しいことに挑戦する意欲、失敗から
学ぶ姿勢、他者との協力等）」を育成する実
践研究に取り組む。 

◯総合的な学習の時間において、地域の課題を
掘り起こし、解決に向かう方策を探究して、
積極的に地域へ提言する活動を充実させる。 

【評価】 

◯全国学力・学習状況調査及び長崎県学力調査結果 

中３ 国語 全国平均正答率を上回る 
中３ 数学 全国平均正答率を上回る 
中３ 理科 全国 IRT スコアを上回る 
中３ 英語 全国平均正答率を上回る 
中２ 国語 全国平均正答率を上回る 
中２ 数学 全国平均正答率を上回る 

〔質問紙調査〕 

設問 70「理科の授業で、課題について観察や実験をして調べていく中で、自分や友
達の学びが深まったか、あるいは、新たに調べたいことが見つかったか、
振り返っていますか。」             94.2％（全国 68.4%） 

設問 16「分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考
え、工夫することはできていますか。」           84.0％（全国 77.6%） 

設問 27「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか。」 

  82.5％（全国 75.2%） 
 

◯学校評価生徒向けアンケート結果（４件法で肯定的な回答の割合） 

質問 15 教科の学びは社会に出て役に立つと思う 9 教科中央値 89%（51～96%） 
質問 16 教科の学びは自分にとって必要だと思う 9 教科中央値 94%（71～96%） 
質問 17 教科の学びに面白さや魅力を感じている 9 教科中央値 87%（81～93%） 

質問 05「あなたは、学習面での自分の現状を正しく理解し、自分に合う学び方にな
るよう工夫していますか。」 89% （保護者：70%） 

「先生方は、学習面でのあなたの現状理解や、あなたに合う学び方について､
助言していると思いますか。」86% 

質問 06「あなたは、予習、復習、興味があることの探究など、家庭での学習習慣が
身に付いていますか。」 86%《前年度比+5》（保護者：63%《▲11》） 

「先生方は、あなたが家庭での学習習慣を身に付けるための指導をしている
と思いますか。」    76% 

１ 学習指導 
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令和７年度研究概要 

 

１．研究内容 

 研 究 主 題：豊かな人生を切り拓き、未来の創り手となる生徒の育成 

 研究副主題：メタ認知を働かせる学びの追究 

 

２．教育研究協議会 

(1) 期日：「夏」 令和７年６月２０日(金)  「冬」 令和８年２月１０日（火） 

(2) 目的：①研究協議会を開催し、本校の研究内容を提案し、検証する。 

②参会者と本校職員が共通のテーマで語り合い、共に学びを深める。 

（今年度のテーマ：生徒が主体的に学ぶためには？） 

(3) 公開授業：「夏」 ５本〔 国語、社会、理科、家庭 〕 

「冬」 ６本〔 数学、社会、理科、音楽、保体、英語 〕 

(4) 参会者数（R6・R7は、「夏」と「冬」の合計人数） 
 R3 R4 R5 R6 R7 

参会者数 76 46 172 199 280 

内、県外参会者数 25  53 21 40 

※R７「夏」は、岩手大学教育学部 准教授久坂哲也氏による教育講演会を実施。 

 

３．長崎附属中 出前研修（令和４年度から実施） 

(1) 目的 

長崎大学教育学部は、行政や関係機関との連携に重点を置いて、児童・生徒・保護

者及び教員の抱える問題に関する学校教育・社会教育に関連した、出前授業・講演・

指導助言・教育相談等、問題解決のための支援活動を行っている。そこで、附属中学

校は、県内の先生方と繋がり、地域に貢献したいと考え、先生方のニーズに合わせ

て、本校の教員が研修をサポートすることで、地域教育の振興を図る。 

(2) 各コース 

「光」：各種研修会へのサポートや講師（評価研修、校内研修や研究について 等） 

「力」：出前授業や授業提案のサポート（飛び込み授業、授業提案 等） 

「望」：経験年数及び学校に応じた研修（授業参観、授業づくりサポート 等） 

(3) 今年度の実績：実施件数 ２０件、総受講者数 １６６名（２月１９日現在） 

コース 件数 依頼校等 

「光」 

「力」 
10 件 

南有馬中、小値賀中、加津佐中、時津中、富の原小、長崎中 

等 

「望」 10件 
沖縄県教育庁国頭教育事務所、佐須奈中、黒島中、魚目中 

壱岐市教育委員会、佐世保市教育センター     等 

 

４．次年度研究の方向性 

 ○ 「メタ認知を働かせる学びの追究」が、「主体的・対話的で深い学びの視点からの

授業改善」に資することを明らかにし、本研究の価値を改めて発信する。 
 

 ○ 県教委、県センター、市町教委、大学等との連携を一層深め、「開かれた附属中」

を目指すとともに、県内外の中学校とのつながりを増やし、公教育の研究拠点校とし

ての役割を果たしながら、「求められる附属中」を追求する。 
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【取組】 

◯生徒が意見を表明する場を保障し、その意見を尊重しながら、日々の係活動や学級活
動、学校生活、学校行事等において、生徒を主語にした活動を仕組み、生徒主体の活
動を展開する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【評価】 

◯学校評価生徒向けアンケート結果（４件法で肯定的な回答の割合） 

質問 07「あなたは､実行部活動や生徒会活動を自分事と考えて取り組んでいますか。」 
97%《前年度比+14》 

「本校の生徒会活動によって、お子様は自治の力や社会性が育っていると思
いますか。」               （保護者：82%《▲6》） 

〔前年度質問〕実行部委員会等の生徒会活動に意欲的に取り組んでいる。 

質問 08「あなたは、附中祭「春」「秋」などの学校行事を自分たちで創り上げたと
いう実感がありますか。」          93%《前年度比▲2》 

「お子様は、本校の学校行事を楽しみ、これによりお子様の創造性や主体性
が育っていると思いますか。」       （保護者：93%《▲3》） 

〔前年度質問〕学校行事に仲間と協力して、積極的に取り組んでいる。 

質問 09「あなたは、校内外で、学校や社会のきまりやマナーを守っていますか。」
96%《前年度比+6》 （保護者：96%《▲3》） 

「附中生は、校内外で、学校や社会のきまりやマナーを守っていると思いま
すか。」              73% 

〔前年度質問〕生徒心得を守り､心身ともに健康で安全な生活を心がけている｡ 

質問 10「あなたは、掃除や片付けを行い、学習環境を美しく整えることに努めてい
ますか。」      94%《前年度比+25》 （保護者：96%《▲3》） 

「附中生は、掃除や片付けを行い、学習環境を美しく整えることに努めてい
ると思いますか。」    89% 

〔前年度質問〕学校は、清掃が行き届き、清潔である。 

 

２ 特別活動 



鶴田 浩一
タイプライタ
5
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【取組】 

◯仲間全員が互いの特長やかけがえのない存在であることを認識し、温かく包み込み、
安心して過ごすことができる学年・学級集団を作る。 

◯活動後や過程において、生徒の成長を具体的に評価し、共有する。達成したことだけ
がよい評価に値するのではなく、個々の生徒の成長を認める姿勢で臨む。 

◯人権教育推進プランに沿って、計画的かつ日常的に人権意識の醸成に努める。 

 

【評価】 

◯学校評価生徒向けアンケート結果（４件法で肯定的な回答の割合） 

質問 02「あなたは、互いのよさや持ち味を理解し、仲間や自分を大切に思っていま
すか。」  97% （保護者：97%） 

「附中生は、互いのよさや持ち味を理解し、仲間や自分を大切に思っている
と思いますか。」  93% 

質問 03「あなたは、相手を大切にすることにつながる挨拶や場に応じた言葉遣いがで
きていますか。」      92%《前年度比+1》（保護者：94%《+2》） 

「附中生は、相手を大切にすることにつながる挨拶や場に応じた言葉遣いが
できていると思いますか。」 84% 

〔前年度質問〕挨拶、場や相手に応じた言葉遣いを正しく身につけている。 

質問 04「学校は、いじめ防止対策基本方針に従って、未然防止、早期発見に努め、発
見したときにきちんと対応していると思いますか。」83%（保護者：75%） 

◯いじめ撲滅を目指す「チーム絆」（構成員は生徒）による生徒集会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 人権教育 

思う ある 



鶴田 浩一
タイプライタ
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【取組】 

◯授業や学校生活において、互いの個性を活かし合うことにとどまらず、活躍の場を校
外に広げることを後押しする。 

 

【評価】 

◯学校評価生徒向けアンケート結果（４件法で肯定的な回答の割合） 

質問 11「あなたは、新たなことに挑戦していますか。」81% 

「学校は､生徒が新たなことに挑戦する機会を提供していると思いますか｡」
86% （保護者：91%） 

 

<各種大会等の成績> 

◎駅伝 

（市中総体） 

    （男子）優勝 ※１、５、６区：区間賞 

   （女子）優勝 ※２、３、４区：区間賞   ４年連続男女ダブル優勝 

  （県中総体） 

   （女子）第３位（九州大会出場） 

  （新人大会） 

   （女子）第２位 ※２区：区間賞 

  ◎コーラス 

   〇第 25回全国中学校総合文化祭わかふじ大会出場 

  ◎美術 

   〇第 71回長崎県小・中学校児童生徒美術作品展「子ども県展」 

    絵画の部：長崎県知事賞：１名、造形教育研究会賞：１名、特選：６名 

  

４ 挑戦の機会 
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◎その他 

 〇第 47回少年の主張 長崎県大会 

    優秀賞（長崎新聞社賞）：１名 

   〇第 75回「社会を明るくする運動」中学・高校生弁論大会 

    長崎地区大会：最優秀賞・長崎地区推進委員会委員長賞（第１位） 

    長崎県大会：優秀賞・NHK放送局長賞（第２位） 

   〇私の「夢・憧れ・志」作文コンクール 

    優秀賞（長崎県教育会理事長賞）：１名 

    審査員特別賞：１名 

    ○読書感想文コンクール長崎市審査  

     課題の部 優秀賞：２名  

     自由の部 優秀賞：１名  

    ○第 75回全国小・中学校作文コンクール県審査  

      優秀賞：２名  

  佳 作：４名  

   ○第 74回長崎市民美術展（ジュニアの部）  

    書写の部 市長賞：１名、書作家協会賞：１名、国際文化協会賞：1名、  

  長崎市議会議長賞：１名  

 ○高円宮杯第 77回全日本中学校英語弁論大会 

    長崎県大会：第３位  

    決勝大会（全国）：第５位  

   ○JA共済小・中学生 書道コンクール  

    半紙の部 佳作：１名  

    条幅の部 銅賞：３名、佳作：２名  

   ○長崎県統計グラフコンクール  

    第４部 特選：１名（全国入賞）  佳作：３名  

    第５部 特選：１名（全国入賞）  佳作：２名  

   ○第 69回日本学生科学賞長崎県大会  

    最優秀賞：１名  

    優秀賞：２名  

   ○令和７年度 「科学の甲子園ジュニア」長崎県大会  

優勝（全国大会出場）、第２位  

    ○長崎新聞 令和７年度「ジュニア歌壇」年間賞：１名 
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＜令和７年度 部活動等の成績＞ 

―――運動部―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 中総体関係 

 【市中総体】 

  ◎陸上 ☆男女総合優勝、☆男子総合優勝、☆女子総合優勝 

   (男子) 

・１年 100m：第１位          ・１年 400mR：第１位     ・２年 1500m：第１位 

・２年 100m：第１位、第２位   ・２年 400mR：第１位      ・３年 1500m：第１位 

・低学年 100mH：第１位、第２位 ・低学年 400mR：第１位  

・共通 400m：第２位            ・共通 800m：第２位        ・共通 110mH：第１位 

・共通 3000m：第１位、第３位   ・共通走幅跳：第２位      ・共通三段跳：第２位 

・共通砲丸投：第１位           ・共通 400mR：第３位  

    (女子) 

・１年 800m：第１位        ・２年 100m：第２位         ・２年 400mR：第１位 

・３年 800m：第２位、第３位  ・低学年 80mH：第１位、第３位  

・共通 1500m：第１位、第２位  ・共通 100mH：第１位、第２位  ・共通走高跳：第１位  

・共通走幅跳：第１位、第２位  ・共通砲丸投：第１位       ・共通 400mR：第２位  

                                                                                      

   ◎硬式テニス 

    （男子） 

      個人ダブルス：第３位 

     (女子)  

   団体：優勝    個人シングルス：第３位  個人ダブルス：準優勝、第３位   

    

    ◎野球 準優勝 

   

    ◎水泳  ・共通男子 200m個人メドレー：第１位・共通男子 400m個人メドレー：第２位 

 

【県中総体】 

  ◎陸上 男子総合第３位 女子総合優勝 ※２位までは、九州大会出場（学年 Rはなし） 

     (男子) 

・１年 100m：第６位         ・１年 400mR：第６位  

・２年 100m：第２位          ・２年 400mR：第１位  

・共通 400m：第５位          ・共通 110mH：第２位        ・共通三段跳：第３位  

・共通走幅跳：第３位        ・共通砲丸投：第２位                                  

・低学年 100mH：第１位（九州大会２位）、第２位 ・低学年 400mR：第１位（九州大会２位） 
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    (女子) 

・１年 800m：第６位           ・２年 100m：第３位       ・２年 400mR：第１位  

・３年 800m：第４位           ・共通 100mH：第１位（九州大会４位）、第５位  

・共通 1500m：第５位、第６位  ・共通砲丸投：第２位（九州大会４位）  

・共通走幅跳：第２位、第４位 ・共通走高跳：第１位（九州大会３位）  

・低学年 80mH：第５位         ・共通 400mR：第２位（九州大会６位）  

  ◎野球 第３位 

    ◎水泳 共通男子 400m個人メドレー：第３位 

  ◎硬式テニス（女子）  

    団体：優勝（九州大会出場）  個人ダブルス：優勝 

 

その他の大会  

    ◎陸上 

      ○全日本中学校陸上競技選手権大会  女子四種競技：第３位 

     ○通信陸上長崎県大会           

    (男子) 

・１年 100m：第５位  ・２年 100m：第３位、第７位 

・共通 200m：第４位   ・共通 400m：第５位  ・共通 3000m：第５位 

・共通走高跳：第５位、第７位             ・共通 110mH：第２位、第４位 

・共通走幅跳：第４位、第７位          ・共通砲丸投：第１位  

 (女子)  

・２年 100m：第６位    ・共通 800m：第５位、第６位   ・共通 1500m：第６位 

・共通走高跳：第１位  ・共通 100mH：第３位           ・共通砲丸投：第３位 

・共通四種：第１位  ・共通走幅跳：第３位、第５位、第７位 ・共通 400mR：第３位 

   ○JOC U-16陸上競技大会県代表選考会 

    (男子） 

・110mH：第２位  ・100m：第３位  ・砲丸投：第１位  ・走幅跳：第２位                                                                

    (女子) 

・100m：第１位     ・走幅跳：第２位、第３位  ・ジャベリックスロー：第２位 

 

   ◎ソフトテニス（男子） 

    ○第 28回ヨネックス杯争奪長崎市総合選手権大会（一般男子Ｃ）  優勝  

    ○長崎市中学生春季選手権大会 第３位 

 

   ◎野球 

    ○第 43回長崎市中学校軟式野球平井杯争奪大会     第３位 
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   ○第 38回長崎市中学校軟式野球競技九電旗争奪大会 準優勝 

 

新人大会  

    ◎陸上 長崎県大会 

      (男子) 

・１年 100mH：第１位  ・１年走幅跳：第４位  ・１年砲丸投：第５位 

・２年 100m：第１位、第２位 ・２年走幅跳：第１位 

  ・共通 110mH：第１位、第２位       ・共通 400mR：第１位 

    (女子) 

・２年 100m：第５位   ・２年走幅跳：第１位、第４位 

・共通 100mH：第４位、第８位 ・共通 400ｍR：第１位  ・共通走高跳：第４位 

 

  ◎水泳  男子 200m個人メドレー：第１位    男子 100m平泳ぎ：第２位 

 

    ◎卓球  男子団体：第３位  女子団体：第３位 

 

  ◎硬式テニス（女子） 

    長崎市 団体：優勝  個人シングルス：準優勝、第３位 個人ダブルス：優勝  

    長崎県 団体：優勝（九州大会出場） 

 

  ◎ソフトテニス（男子） 長崎市 個人ダブルス：第３位 

 

  ◎バドミントン  男子シングルス：第３位 

 

──文化部 ────────────────────────────────── 

  ◎吹奏楽 

      ○第 70回長崎県吹奏楽コンクール 

        県南地区大会：金賞  県大会：金賞（県代表） 

      ○第 70回九州吹奏楽コンクール 銀賞 

      ○第 31回日本管楽合奏コンテスト予選審査会 中学生Ｂ部門：優秀賞 

   ○第 51回長崎県アンサンブルコンテスト：金賞 

     

    ◎コーラス 

     ○第 80回九州合唱コンクール長崎県大会：金賞（県代表） 

     〇第 80回九州合唱コンクール：銅賞 

     ○第 92回ＮＨＫ全国学校音楽コンクール長崎県大会：銀賞 
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    ◎美術 

      ○長崎県中学校総合文化祭 西彼・西海大会  絵画の部：１点、半紙の部：１点 

 

     【学校行事における美術部の制作品（一部）】 

 

 

 

 

 

     百日祭 体育館背面黒板         附中祭「春」テーマパネル 

 

──その他 ────────────────────────────────── 

○第 47回全日本中学生 水の作文コンクール長崎県審査                                  

長崎県審査 最優秀賞：１名                                                      

中央審査 優秀賞：１名（全日本中学校長会会長賞）                                

○第 74回長崎市民美術展（ジュニアの部）                                              

書写の部 市長賞：１名、書作家協会賞：１名、国際文化協会賞：1名、               

長崎市議会議長賞：１名                                                          
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【取組】 

◯Instagramを活用し、行事や学校生活の様子をできるだけ早く
発信するとともに、学校だより「附中 NOW」に詳しく掲載し、
定期的に伝える。 

◯荒天時の登下校、臨時休業や感染症の状況等の情報は、安心安
全メールにより、保護者へ確実に伝える。 

◯主な学校施設・設備の改修・修理・整備 

・配管老朽化に伴うトイレの詰まり解消工事 済 
・雨漏り解消のための屋上防水工事 済 

・運動場及び排水 改修工事 ３月完了予定 
・ピロティ更衣場所のカーテン設置済（福徳不動産寄付） 
・全教室に、書画カメラ設置済（福徳不動産寄付） 
・全普通教室に、大型モニター設置 ３月上旬完了予定 

・体育館、武道場、木工室、金工室への空調機器設置予定 
               （令和８年度予算措置） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価】学校評価生徒向けアンケート結果（４件法で肯定的な回答の割合） 

◯広報、渉外 

質問 01「先生方は、全校集会や学年集会等で校訓や目標、生徒の成長を願う思いや
考えを伝えていると思いますか。」            97% 《前年度比▲1》 

「校訓や目標、教育方針、生徒の成長を願う本校の思いや考えは、育友会の
場や附中 NOW、生徒への話などを通して、家庭へ伝わっていますか。」 

（保護者：95%《+3》） 

◯安全確保 

質問 12「学校は、危険箇所に気を配り、安全確保に努めていると思いますか。」 

93%《前年度比+5》 （保護者：91%《+6》） 

◯施設・設備 

質問 13「学校の施設・設備は、充実していると思いますか。」 

79%《前年度比▲6》（保護者：84%《±0》） 

 

５ 管理・運営 

Instagram 

更衣用カーテン 書画カメラ 大型モニター（天吊り式） 
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◯本校卒業生の進路状況及び第３学年生徒の進路希望状況 

〔国公立〕               〔私立、その他〕 

 

 

 

 

 

 
 

 

◯本校入学者選抜実施状況 

 一般志願者数は毎年増加している。（令和８年度志願者数は令和４年度の 1.48倍） 
 

◯学校評価アンケート結果（４件法で肯定的な回答の割合） 

質問 14「あなたは、附中で学ぶことで､日々成長しているという実感がありますか。」 

Ａ：よくあてはまる Ｂ：あてはまる Ｃ：あまりあてはまらない Ｄ：あてはまらない Ｅ：分からない  

生徒 92% 

 

 

 

「総合的に判断して、お子様が附属中に入学してよかったと思いますか。」 

保護者 95% 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校名 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

長 崎 東  1  3  5 

長 崎 西 74 69 75 

長 崎 南  5  3  0 

長 崎 北 17  9  3 

長崎北陽台 13  9 18 

県内他公立  2  0  3 

佐世保高専  1  5  3 

県外国公立  1  2  0 

合   計 114 100 107 

学校名 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

海   星 2 9 6 

長 崎 日 大 3 9 8 

青   雲 4 1 2 

純 心 女 子 3 6 2 

長 崎 南 山 3 0 3 

活   水 6 5 0 

県内他私立 3 5 4 

県外私立他 3 7 8 

合   計 27 42 33 

 Ａ＋Ｂ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

全生徒 92% 52% 41% 6% 2% 0% 

第３学年 95% 45% 50% 5% 0% 0% 

第２学年 89% 45% 44% 9% 2% 0% 

第１学年 94% 60% 34% 4% 2% 0% 

 Ａ＋Ｂ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

全保護者 95% 72% 23% 2% 0% 3% 

第３学年 94% 73% 21% 4% 0% 1% 

第２学年 96% 74% 22% 0% 0% 4% 

第１学年 95% 69% 26% 1% 0% 3% 

６ 総合評価 
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 学校運営や教育活動を改善し、学校・家庭・地域が連携協力して生徒の健やかな成長を

図ることを目的として、令和８年２月２５日（木）に学校評議員会を開催した。学校評議

員（５名）による評価（アンケート結果）及び御意見・御助言は以下のとおりである。 

 

 

【アンケート結果】 

※４件法（よい・だいたいよい・あまりよくない・よくない）による評価 

〇取組状況全般について よい（100％） 

〇各項目について 

 （１）学習指導  よい（100％） 

 （２）特別活動  よい（ 80％） だいたいよい（20％） 

 （３）人権教育  よい（ 60％） だいたいよい（40％） 

 （４）挑戦の機会 よい（ 80％） だいたいよい（20％） 

 （５）管理・運営 よい（ 80％） だいたいよい（20％） 

 （６）総合評価  よい（100％） 

 

 

【御意見・御助言等】 

＜学習指導・特別活動等について＞ 

○効果的な家庭学習について、研究してほしい。 

○学校行事や研究協議会で生徒の様子を参観したが、よく育っている。 

〇研究発表会のときだけでなく、通常の授業から子どもが主体となった授業が展開されて

いる。また、学校行事も生徒による運営がなされており、生徒自身も肯定的な回答が多

い。 

〇欲を言えば、学習以外の面（人としてのふるまい方等）で学校が（子どもにとって）学

び合う仲間同士の社会になっているか、そのことが実感できるとよい。ぜひ調査をして

ほしい。 

△人権教育においては、障害のある人についての取組も大切にしてほしい。 

△社会の荒波を乗り越えるため、「たくましさ」や「心の強さ」等を身につけさせること

が大切である。 

＜管理運営等について＞ 

〇Instagramによる発信で、保護者は学校での出来事をつぶさに知ることができており、

受検者の増加にも影響していると思うので、運用には用心しながら続けてほしい。 

○施設・設備の充実については、整備・改善した内容を周知することで保護者への理解向

上につなげてほしい。 

△世の中は環境が十分でないことのほうが多く、その中でも個性を発揮し工夫できる力を育

てるという視点も重要である。 

７ 学校評議員による評価  


